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様々な分断や対立が世界中で起きている昨今、東方医学がその修復に貢献出来ることを、私が置

かれた医師という立場も踏まえて、考えてみようと思う。さて、東方医学の哲学や智慧である「心身

一如」や「天人合一」はよく知られているところである。東方医学は、そもそも、心身も、人と自然

も一つのものとして捉えており、分断や対立とは無縁の体系の中で営まれてきた医療であり、医学

である。一方で、これも周知のことであるが、いわゆる「科学」は、様々なものを分断し、細分化す

ることで発展し、現代医学に貢献してきた。しかしながら、このような「科学」の限界は、単純化さ

れた実験モデル内での短期的な結果は予測できても、自然のような複雑系や、多因子が関与する日

常の生活の中での（もしくはそれに与える）長期的な結果は全く予測出来ないということに尽きる

と思う。地球温暖化がその端的な例である。この激動の時代に、東方医学が提示できうる価値観や、

個々人が日常の中で出来ることを提示したいと思う。 

 


